
口腔生命福祉学科入学者選抜における大学入試センター試験の教科・科目の選択方法
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備考　◎印は必ず受験しなければならない科目，○印は選択科目を示す。

　注１）　「理科」から最低１科目（基礎科目は２科目）及び「地歴又は公民」から最低１科目を選択すること。

 　注２）　理科①（基礎科目を２科目）を選択した場合，基礎のつかない理科科目１科目分の配点として取り扱う。

　注３）　理科①および理科②から計３科目を選択する場合，３つの科目間で同一名称を含む科目の選択は認めない。

　注４）　公民においては，「倫」と「倫・政経」及び「政経」と「倫・政経」の選択はできない。

　注５）　「地歴又は公民」から２科目受験した場合、第１解答科目から成績を採用する。

　注６）　パターン２において、理科②を2科目受験した場合、第１解答科目から成績を採用する。

　注７）　パターン３においては、理科①２科目および理科②１科目のうち高得点の科目から成績を採用する。

その上で、数学②、理科①、理科②、地歴又は公民の採用されていない科目のうち、最も高得点の科目を採用する。

具体的な選択方法

　「国語」（必須）、　「数学Ⅰ・数学Ａ」（必須）、　

　外国語（「英語（リスニングを含む）」、「ドイツ語」、「フランス語」から１科目必須）

上記３科目必須に加え、以下を選択。

【理科①から選択する場合（パターン１）】

　（1）「地歴又は公民」から２科目※、「物理基礎、化学基礎、生物基礎」から２科目 〔６教科７科目〕

　（2）「地歴又は公民」から１科目、「数学Ⅱ・数学Ｂ」1科目、「物理基礎、化学基礎、生物基礎」から２科目 〔５教科７科目〕

【理科②から選択する場合（パターン２）】

　（3）「地歴又は公民」から１科目、「物理、化学、生物」から２科目 〔５教科６科目〕

　（4）「地歴又は公民」から２科目※、「物理、化学、生物」から１科目 〔６教科６科目〕

　（5）「地歴又は公民」から１科目、「数学Ⅱ・数学Ｂ」1科目、「物理、化学、生物」から１科目 〔５教科６科目〕

【理科①および理科②から選択する場合（パターン３）】

　（6）「地歴又は公民」から１科目、「物理基礎、化学基礎、生物基礎」から２科目※※、「物理、化学、生物」から１科目※※ 〔５教科７科目〕

　（7）「地歴又は公民」から１科目、「数学Ⅱ・数学B」１科目、理科①2科目及び理科②1科目のうち高得点の科目 〔５教科6科目もしくは7科目〕

　（8）「地歴又は公民」から2科目※、理科①2科目及び理科②1科目のうち高得点の科目 〔５教科6科目もしくは7科目〕

※；公民においては、「倫理」と「倫、政治・経済」および「政治経済」と「倫理、政治・経済」の選択はできない。 又は
※※；理科①から２科目、理科②から１科目を選択する場合、３つの科目間で同一名称を含む科目は選択できない。 〔6教科6科目もしくは7科目〕

受験科目や配点について、詳しくはこちらをご覧ください。
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外国語
（必須）

（1科目必須）

数学（数学①必須）
理科（理科①２科目又は

理科②１科目必須）

〔５教科６科目もしくは7科目〕　又は　〔６教科６科目もしくは７科目〕

地理歴史 公民

数学① 数学② 理科① 理科②
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（必須）

2 1又は2
4

－ 平成２８年度入試からの変更点 －

平成２８年度から大学入試センター試験で、

新たに 理科の 『基礎』 を付した科目 を選択 注1）、注2）

することが可能となります。

注1） この場合、「物理基礎、化学基礎、生物基礎から２科目」を選択する必要があり、基礎のつかない理科科目１科目分の

配点として取り扱われます。

注2） 理科から「物理基礎、化学基礎、生物基礎から２科目」 と 「基礎のつかない理科科目」を

併せて選択することも可能ですが、３つの科目間で同一名称を含む科目同士の選択は認められません。

例：「物理基礎」、「化学基礎」 と 「生物」→ 可

「物理基礎」、「化学基礎」 と 「物理」→ 不可

理科①から選択する場合

理科②から選択する場合

理科①および理科②から

選択する場合

◇ 理科の選択方法から、３つの成績採用パターンが考えられます。




